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1 牧会学は、英語では pastoral theology、ドイツ語では Pastoraltheologie（牧会神学）が用い
られる。pastoral という語は、pastor（羊飼い、牧者）の形容詞である。また、ギリシャ語
の ποιμὴν（羊飼い、牧者：ヨハネによる福音書 10：11）から派生した poimenics という語






























ストラルケア」を「スピリチュアルケア」に置き換えた(Bruce Rogers-Vaughn, Best Practices 
in Pastoral Counseling: Is Theology Necessary, <http://aapcsoutheast. org wordpress /wp-content / 
uploads / 2012/09 / Best-Practices-in-Pastoral-Counseling -Is-Theology-Necessary.pdf>2014.4.17. 
Bruce Rogers-Vaughn. pp. 3-5 を参照) 。さらに、2017 年には名称変更を行い、the Association 
for Clinical Pastoral Education から、ACPE: the Standard for Spiritual Care & Education
となった（https://web.archive.org.2019.5.9 を参照）。 
5 AAPC(アメリカ牧会カウンセラー協会)は、2019 年に ACPE との合同を行う。その目的の一
つとして、「教育、訓練その他のプログラムを通して、パストラルケア／スピリチュアリテ
ィと統合した心理療法の実践を行う専門家をサポートするため」と述べている(https:// web. 
archive. org. 2019.5.9 を参照）。 








る（スピリチュアルケア学会ホームページ https://www.spiritualcare.jp/2019.5.9 を参照）。 
8 才藤千津子「パストラルケア、スピリチュアルケアへのインターカルチュアル・アプロ
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J. Hunter ed., Dictionary of Pastoral Counseling, Abingdon Press, 1990, pp.445‐446）。 
13 カール・G.ユング（Karl Jung：1875－1961 年）は、スイスの医師で、分析心理学の祖で
ある。1909 年にフロイトと出会い、以来二人は協力者であり友であった。しかし『変容の
象徴』（1912 年）の出版後に、フロイトとユングの関係は断絶する。『心理学の類型』（1921
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Vandenhoeck & Ruprecht, 1996〕191－192 頁参照）。また、いくつかの牧会学概論におい
て、H.タケはトゥルンアイゼンと同様、神の言葉の宣教を目的とする牧会（Kerygmatische 
Seelsorge）の流れに位置づけられている（Cf.,Michael Klessmann, Seelsorge,op.cit.; Jürgen 
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子であるペーター・ブコウスキー（Peter Bukowski ：1950 年－）57である。
ブコウスキーは、1999－2015 年の間、エルバーフェルド（ヴィッパータール）
牧師補研修所の所長を務めた。ブコウスキーは『聖書を対話の中にもたらすこ
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1 節 第一期：医療分野との協力と行動する神学の始動 
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の務めを果たしています」（Ⅱコリント 5 章 20 節）というパウロの言葉を引用
し、牧師を「神を代表し、イエス・キリストを指し示すもの」96であると象徴
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治 23 年時点では「牧会学」が開講されていたが（『同志社百年史：資料編 1』、同志社大学、
1979 年、604 頁）、昭和 16 年には「牧会学」がなくなり、「実践神学原論」と、「説教学」・
「牧会学」を含む「実践神学各論」が開講されている（『同志社百年史：資料編 2』、同志社
大学、1979 年、1379 頁参照）。 
130 関学について見れば、1952 年度「牧会学（実践神学概論）」は「教職、礼拝、宣教等にし
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（大正 8 年/1919 年制定）によると、教職試補学科課程の実践神学科目は「応用神学」と記




専攻は 3 専攻のままである。『昭和 41 年度関西学院大学要綱』(1966 年)によれは、神学研究
科は聖書神学専攻のみであったが、 
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